
③
　
こ
の
戯
曲
は
、
日
本
で
は
坪
内
遁
遙
の
翻
案
で
「
霊
験
」
と
題
し
て
、
大
正

三
年
九
月
二
十
六
日
よ
り
五
日
間
、
束
儀
鉄
笛
ら
の
無
名
会
に
よ
っ
て
帝
国
劇

場
で
上
演
さ
れ
た
。
（
田
中
栄
三
『
明
治
大
正
新
劇
史
資
料
』
、
演
劇
出
版
社
、

昭
3
9
・
1
2
・
1
）

④
　
「
同
人
消
息
」
　
（
第
三
次
『
新
思
潮
』
1
巻
3
号
、
大
3
・
4
・
1
）

⑤
　
『
新
思
潮
』
一
巻
三
号
（
同
右
）
　
の
「
編
輯
室
よ
り
」
は
、
「
田
宮
柳
川
の

肝
熊
に
て
、
愈
々
愛
蘭
文
学
号
を
来
々
月
（
六
月
号
）
に
発
行
致
す
ぺ
く
目
下

準
備
中
に
有
之
侯
」
　
と
述
べ
て
い
た
が
、
一
巻
五
号
　
（
大
3
・
6
・
1
）
　
の

「
消
息
」
に
よ
る
と
、
「
山
宮
厳
父
死
去
の
た
め
、
本
月
の
愛
蘭
文
学
号
の
準

備
が
と
う
〈
整
は
な
く
つ
て
、
延
期
と
決
し
て
了
っ
た
」
。
以
後
、
「
愛
蘭
文

学
号
」
に
関
す
る
記
事
は
見
当
ら
な
い
。

⑥
　
岸
田
国
士
　
「
二
つ
の
戯
曲
時
代
」
　
（
『
近
代
戯
曲
選
』
1
巻
、
東
方
書
房
、

昭
2
3
・
1
）
、
初
出
未
見
、
の
ち
『
岸
田
国
土
全
集
』
8
巻
（
新
潮
社
、
昭
5
0

・
7
・
1
5
）
　
に
収
録
。

⑦
　
菊
池
寛
「
久
米
の
戯
曲
集
に
序
す
」
　
（
『
人
間
』
　
3
巻
6
月
号
、
大
1
0
・
6

二
二

・1）

⑧
　
小
堀
桂
一
郎
「
芥
川
龍
之
介
の
出
発
－
『
羅
生
門
』
悉
考
～
」
　
（
『
批
評
』
1
3

号
、
昭
4
3
・
9
）
、
初
出
末
只
　
の
ち
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
芥
川
龍
之

介
I
』
　
（
有
精
堂
、
昭
4
5
・
1
0
・
2
0
）
に
収
録
。

⑨
　
吉
田
俊
妾
「
『
青
年
と
死
』
論
覚
え
書
－
　
二
つ
の
愛
と
ア
ル
チ
パ
シ
ェ
フ

『
死
』
の
影
響
I
L
　
（
『
同
大
国
文
論
考
』
9
号
、
昭
5
6
・
3
・
1
）

⑳
　
注
3
の
文
献
に
拠
る
。

⑪
　
ヘ
ル
マ
ン
＼
フ
ロ
ヅ
ホ
著
、
菊
盛
英
夫
訳
『
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
と
そ
の
時

代
－
二
十
世
紀
文
学
の
運
命
－
』
　
（
筑
摩
書
房
、
昭
4
6
・
5
・
葱

⑫
　
木
間
瀬
満
三
『
死
の
舞
踏
1
－
西
欧
に
お
け
る
死
の
表
現
』
　
（
中
央
公
論
社
、

昭
4
9
・
5
・
撃
、
小
堀
桂
一
郎
「
死
の
形
象
」
　
（
『
講
座
比
較
文
学
1
　
西
洋

文
学
の
諸
相
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
4
9
・
4
・
2
5
）
所
収
。

⑮
　
引
盾
は
、
『
世
界
戯
曲
全
集
1
6
　
ウ
エ
デ
キ
ン
ト
、
シ
ユ
テ
ル
ハ
イ
ム
集
』

（
世
界
戯
曲
全
集
刊
行
会
、
昭
5
・
4
・
0
0
）
　
所
収
の
久
保
栄
訳
　
「
死
と
悪

魔
」
に
拠
っ
た
。

（
も
り
さ
き
・
み
つ
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）

小
　
　
原

亨

『
仁
勢
物
語
』
の
位
相

『
仁
勢
物
語
』
（
寛
水
十
五
年
頃
刊
）
は
も
じ
り
の
文
芸
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
そ
の
方
法
が
問
題
視
さ
れ
、
文
芸
史
上
の
意

①

義
も
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
嘩
唆
康
隆
氏
は
、
「
進
行
す
る
歴
史
に
と

り
残
さ
れ
た
階
層
の
、
そ
れ
で
も
お
と
ず
れ
た
平
和
を
嬉
戯
し
ま
う
と
す
る

態
度
の
所
産
」
と
評
価
し
、
そ
の
「
笑
い
に
は
、
前
向
き
の
姿
勢
が
感
じ
と

れ
な
い
」
と
さ
れ
た
。
辞
書
的
な
意
味
で
「
も
じ
り
」
と
は
、
「
著
名
な
詩

②

文
・
歌
謡
な
ど
の
調
子
や
文
句
を
ま
ね
て
滑
稽
化
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
た

し
か
に
、
『
仁
勢
物
語
』
は
原
典
『
伊
勢
物
語
』
の
語
調
や
文
体
を
忠
実
に

も
じ
り
、
そ
の
滑
稽
性
は
卑
俗
に
題
材
を
求
め
、
猥
雑
な
発
想
や
安
易
な
方

③
　
　
　
　
　
　
④

法
の
も
じ
り
が
多
い
。
し
か
し
、
野
間
光
辰
氏
や
長
谷
川
強
氏
が
評
価
し
た

よ
う
に
、
そ
こ
に
当
代
の
価
値
規
準
を
照
射
し
た
文
芸
的
発
想
を
導
入
し
た

意
義
は
大
き
く
、
次
代
に
発
展
す
る
文
芸
秩
序
の
萌
芽
は
積
極
的
に
評
価
ざ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

『
仁
勢
物
語
』
の
位
相

原
典
が
も
じ
ら
れ
滑
稽
化
さ
れ
る
と
、
価
値
観
の
転
換
に
伴
う
落
差
が
生

じ
、
そ
こ
に
笑
い
が
発
生
す
る
。
す
な
わ
ち
『
仁
勢
物
語
』
に
あ
っ
て
は
、

原
典
『
伊
勢
物
語
』
が
も
つ
「
雅
」
の
価
値
観
が
、
近
世
的
「
俗
」
の
価
値

観
に
転
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
冒
頭
よ
り
始
ま
る
。
初
段
で
は
、

「
む
か
し
、
男
」
は
「
を
か
し
、
男
」
と
な
り
、
「
な
ま
め
い
た
る
女
は
ら

か
ら
」
　
は
　
「
生
臭
ぎ
魚
、
腹
赤
」
　
と
な
り
、
「
い
ち
は
や
ぎ
み
や
び
」
は

「
い
ら
ち
た
る
飲
み
や
う
」
と
い
う
よ
う
に
忠
実
に
も
じ
ら
れ
て
い
く
。
原

典
の
和
歌
も
す
べ
て
狂
歌
化
さ
れ
る
。
『
伊
勢
物
語
』
の
「
春
日
野
の
若
紫

の
摺
り
衣
乱
れ
そ
め
に
し
わ
れ
な
ら
な
く
に
」
は
、
「
春
日
野
の
魚
に
脱
ぎ

し
借
り
書
物
酒
飲
み
た
れ
は
寒
さ
知
ら
れ
ず
」
と
な
る
。
「
若
紫
」
が
「
魚

に
脱
ぎ
L
L
、
「
乱
れ
そ
め
に
L
L
が
「
酒
飲
み
た
れ
ば
」
と
、
古
典
的
情
感

を
内
包
し
た
雅
語
は
排
斥
ざ
れ
、
卑
近
な
食
物
に
発
想
を
得
た
俗
語
に
変
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
だ
け
で
は
な
く
他
の
詞
章
も
詳
細
に
も
じ
ら
れ
、
徹

底
的
に
卑
俗
な
物
語
に
転
換
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
食
物
に
素
材
を
得

て
、
そ
れ
に
も
じ
る
発
想
は
『
仁
勢
物
語
』
中
で
高
い
割
合
を
示
す
が
、
そ

の
中
に
も
「
奈
良
酒
」
（
初
段
）
、
「
岡
崎
茶
・
宇
津
の
十
団
子
」
（
九
段
）
、
「
天

二
三



野
酒
」
（
三
十
九
段
）
、
「
明
石
の
日
張
」
（
四
十
六
段
）
、
「
内
裏
綜
」
（
五
十
二
段
）
、

「
伊
勢
の
海
松
・
青
海
苔
」
（
七
十
五
段
）
、
「
堅
田
の
鮒
」
（
百
二
十
段
）
な
ど
、

各
地
の
名
産
物
に
素
材
を
得
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
仮
名
草
子
作

品
の
多
く
が
共
有
す
る
諸
国
風
俗
誌
と
し
て
の
性
格
の
側
面
的
な
あ
ら
わ
れ

で
あ
ろ
う
。
一
方
、
『
仁
勢
物
語
』
に
は
当
代
の
事
件
や
世
態
風
俗
に
素
材

を
求
め
、
普
遍
化
す
る
こ
と
も
、
ひ
と
つ
の
も
じ
り
の
方
法
と
し
て
あ
っ
た
。

「
音
別
支
丹
」
信
徒
の
処
刑
（
十
二
段
）
、
「
唐
土
船
」
（
二
十
六
段
）
、
「
島
原

の
乱
」
（
三
十
三
段
）
、
「
数
寄
」
（
六
十
一
段
）
、
「
大
傾
城
屋
」
　
で
の
遊
女
と

の
交
歓
（
六
十
五
段
）
、
「
歌
舞
伎
す
る
若
衆
」
（
百
二
段
）
、
「
浄
瑠
璃
操
」
（
百

三
段
）
な
ど
へ
の
も
じ
り
は
、
当
代
風
俗
の
凝
集
で
あ
り
、
創
作
意
識
の
傾

倒
で
あ
っ
た
。

原
典
『
伊
勢
物
語
』
の
文
調
や
詞
章
を
ま
ね
て
滑
稽
化
し
、
言
語
遊
戯
と

し
て
楽
し
む
だ
け
が
が
な
ら
ず
し
も
『
仁
勢
物
語
』
の
文
芸
意
図
で
は
な
い
。

大
部
分
は
原
典
の
調
子
に
忠
実
な
も
じ
り
で
あ
る
が
、
中
に
は
そ
こ
か
ら
逸

脱
し
な
が
ら
も
諸
国
名
産
品
を
素
材
化
し
よ
う
と
す
る
意
識
も
あ
る
。
「
東

下
り
」
と
し
て
有
名
な
九
段
で
は
、
次
の
よ
う
に
も
じ
ら
れ
て
い
る
。

三
河
国
八
橋
と
い
ふ
所
に
至
り
ぬ
。
そ
こ
を
八
橋
と
い
ぶ
こ
と
は
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ
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水
の
蛛
手
に
流
れ
わ
か
れ
て
、
木
八
つ
渡
せ
る
に
よ
り
て
な
む
八
橋
と

は
い
へ
る
。
（
『
伊
勢
物
語
』
）

三
河
国
岡
崎
と
い
ふ
所
に
至
り
ぬ
。
そ
こ
を
岡
崎
と
は
、
茶
売
あ
る

に
よ
り
て
な
む
、
岡
崎
と
思
ひ
け
る
。
（
『
仁
勢
物
語
』
）

こ
こ
で
は
「
八
橋
」
を
「
岡
崎
」
に
か
え
、
そ
の
地
の
名
産
品
「
茶
」
を

素
材
化
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
る
。
こ
れ
が
『
仁
勢
物
語
』
編
著
者
の
第

二
四

一
義
で
あ
る
た
め
、
物
語
文
中
に
み
え
る
も
じ
り
の
破
綻
も
転
化
過
程
の
妨

げ
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
第
四
十
六
段
で
は
、
『
伊
勢
物
語
』
の
「
め
か

る
と
も
お
も
は
え
な
く
に
忘
ら
る
ゝ
持
し
な
け
れ
ば
面
影
に
た
つ
」
　
の
和
歌

を
、
「
目
張
を
も
熊
も
得
や
は
忘
ら
る
ゝ
御
足
無
げ
れ
ば
面
影
に
鯛
」
と
狂

歌
化
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
こ
で
も
「
め
か
る
」
か
ら
「
目
張
」
　
へ
の
発

想
が
先
立
ち
、
そ
れ
よ
り
名
産
地
「
明
石
」
が
導
か
れ
、
「
人
の
国
へ
行
き

け
る
」
　
の
原
文
が
「
播
磨
の
国
、
明
石
へ
行
き
け
る
」
と
具
体
化
さ
れ
た
も

じ
り
へ
発
想
が
導
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
物
を
素
材
化
す
る
の
は
『
犬
枕
』

（
慶
長
十
一
年
頃
刊
）
や
『
尤
の
双
紙
』
（
寛
永
年
間
刊
）
な
ど
他
の
擬
物
語
文
芸

に
も
用
い
ら
れ
た
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
「
物
は
尽
し
」
が
有
効
な
文

芸
化
の
手
段
と
な
る
。
『
仁
勢
物
語
』
で
も
、
も
じ
り
の
過
程
に
こ
の
方
法

を
摂
取
し
た
と
こ
ろ
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
先
に
あ
げ
た
第
四
十
六
段
の

狂
歌
の
は
か
に
も
次
の
よ
う
な
用
例
と
し
て
示
さ
れ
る
。

赤
小
豆
餅
こ
餅
栗
餅
ど
し
つ
く
と
わ
が
銭
無
く
は
硬
も
得
揖
か
じ
（
二

十
四
段
）

菜
は
干
汁
菜
蕪
か
穂
蓼
か
も
我
が
住
む
方
の
海
人
の
叩
か
　
（
八
十
七
段
）

な
か
で
も
第
百
一
段
で
は
、
顕
著
に
「
物
は
尽
し
」
　
の
発
想
が
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。

む
か
し
、
左
兵
衛
督
な
り
け
る
在
原
行
平
と
い
ふ
人
あ
り
け
る
。
そ

の
人
の
家
に
よ
き
酒
あ
り
と
聞
き
て
、
殿
上
に
あ
り
け
る
人
々
、
飲
ま

む
と
て
来
た
り
け
り
。
左
申
弁
藤
原
良
近
と
い
ぶ
人
を
な
む
、
ま
ら
う

ど
ざ
ね
に
て
、
そ
の
日
は
饗
応
ま
う
け
し
た
り
け
る
。
な
さ
け
あ
る
人

に
て
、
瓶
に
花
を
さ
せ
り
。
そ
の
花
の
中
に
、
あ
や
し
き
藤
の
花
あ
り

ナ
り
。
…
・
‥
（
『
伊
勢
物
語
』
）

を
か
し
、
左
兵
衛
の
暁
な
り
け
る
、
蟻
腰
の
雪
女
と
云
有
け
り
。
英

人
の
家
に
、
よ
き
酒
売
る
と
聞
て
、
上
に
あ
り
け
る
酒
奉
行
を
、
河
豚

汁
・
学
鰹
・
烏
賊
・
鯖
・
ま
ら
う
と
・
か
ら
す
と
な
ん
、
英
日
の
料
理

に
し
た
り
け
る
。
興
あ
る
人
に
て
、
瓶
に
酒
を
入
た
り
。
そ
の
酒
の
中

に
、
甘
酒
・
葡
萄
酒
な
ど
有
け
り
。
・
：
（
『
仁
勢
物
語
』
）

「
物
は
尽
し
」
に
も
じ
ら
れ
た
部
分
は
、
文
の
調
子
が
原
典
と
は
い
さ
ざ

か
不
調
和
に
な
っ
て
い
る
が
、
第
一
義
的
に
導
入
さ
れ
た
「
物
は
尽
し
」
の

発
想
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
方
法
は
、
『
伊
勢
物
語
』
の
享
受
者
た
ち
、
す

な
わ
ち
知
識
階
層
の
座
の
文
芸
と
し
て
『
仁
勢
物
語
』
が
あ
っ
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
「
古
刹
支
丹
」
信
徒
の
処
刑
や
「
島
原

の
乱
」
な
ど
の
事
件
、
「
若
衆
歌
舞
伎
」
や
「
浄
瑠
璃
操
」
の
ほ
か
、
「
今

春
能
」
（
四
十
一
段
）
と
い
っ
た
流
行
風
俗
、
そ
し
て
「
肥
前
瘡
」
（
三
段
）
な

ど
の
流
行
病
、
こ
れ
ら
素
材
の
時
好
性
も
『
仁
勢
物
語
』
の
編
著
者
は
意
識

し
て
い
た
。
こ
の
素
材
の
時
好
性
も
そ
の
性
格
付
与
の
ほ
か
に
、
当
世
世
俗

と
積
極
的
に
関
与
し
て
い
こ
う
と
す
る
編
著
者
の
創
作
態
度
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
ろ
う
。
世
俗
と
の
交
歓
を
は
か
り
、
当
世
を
構
図
化
し
て
い
く
文
芸
意
図

を
『
仁
勢
物
語
』
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
来
的
に
も
じ
り
は
俗
へ
の
転
化
の
性
質
を
も
つ
。
諸
国
名
産
品
や
飲
食

物
、
そ
し
て
流
行
風
俗
な
ど
に
多
く
素
材
を
求
め
、
狂
歌
的
発
想
で
も
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
当
世
文
芸
と
し
て
の
史
的
位
置
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
の
か

『
仁
勢
物
語
』
の
位
相

『
仁
勢
物
語
』
で
あ
っ
た
。
古
典
へ
の
憧
憬
や
「
雅
」
へ
の
内
向
的
後
退
と
、

そ
れ
ら
の
反
省
と
し
て
の
「
俗
」
へ
の
転
化
と
滑
稽
化
だ
け
が
『
仁
勢
物
語
』

の
文
芸
性
の
本
質
で
は
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
近
世
初
期
は
、
印
刷
術
の
飛
躍
的
発
展
の
時
代
で
あ
っ
た
。

古
酒
芋
版
嵯
峨
本
を
始
め
と
し
て
整
版
本
に
い
た
る
ま
で
、
『
徒
然
草
』
『
平

家
物
語
』
　
『
枕
草
子
』
　
『
源
氏
物
語
』
な
ど
多
数
の
古
典
が
出
版
さ
れ
て
い

っ
た
。
『
伊
勢
物
語
』
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
多
く
の
版
が
出
版
さ
れ
た

が
、
同
時
に
そ
の
注
釈
・
研
究
も
中
世
以
来
盛
ん
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
特

に
慶
長
年
間
に
は
、
『
伊
勢
物
語
開
疑
抄
』
（
細
川
幽
煮
・
慶
長
元
年
）
、
『
伊

勢
物
語
集
註
』
（
一
筆
堂
切
臨
・
慶
長
元
年
）
、
『
伊
勢
物
語
嬰
児
抄
』
（
慶
長
八
年
）
、

『
伊
勢
物
語
愚
案
抄
』
（
後
陽
成
院
・
慶
長
十
二
年
）
な
ど
の
注
釈
書
が
あ
い
つ

い
で
成
立
し
て
い
る
。
知
識
階
層
は
、
『
伊
勢
物
語
』
に
多
大
の
関
心
を
示

し
、
『
伊
勢
物
語
』
も
ま
た
そ
の
階
層
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
。
注
釈
の
対

象
と
な
る
べ
き
古
典
『
伊
勢
物
語
』
で
あ
る
か
ら
、
中
世
か
ら
近
世
初
期
に

か
け
て
の
受
容
形
態
に
は
読
み
も
の
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
側
面
も

派
生
し
て
い
っ
た
。
『
僻
連
抄
』
（
二
条
良
基
・
興
国
六
年
）
に
見
え
る
次
の
記

述
が
伝
え
る
内
容
に
は
示
唆
深
い
も
の
が
あ
る
。

歌
は
近
代
の
人
の
風
情
を
取
る
事
な
し
：
…
・
た
だ
堪
能
に
練
習
し

て
、
座
功
を
積
む
よ
り
ほ
か
の
稽
古
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
そ
の
上
に
三

代
集
・
源
氏
の
物
語
・
伊
勢
物
語
・
狭
衣
・
名
所
の
歌
枕
、
か
や
う
の

二
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類
を
披
見
し
て
、
有
レ
興
ざ
ま
に
取
り
成
す
ぺ
し
。

こ
れ
は
、
和
歌
・
連
歌
を
習
得
す
る
上
で
の
範
典
と
し
て
、
『
三
代
集
』

『
源
氏
物
語
』
な
ど
と
と
も
に
『
伊
勢
物
語
』
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
飯
屋
宗
祇
が
長
享
三
年
、
防
州
大
内
氏

の
招
き
を
う
け
、
『
伊
勢
物
語
』
そ
の
他
の
講
義
を
し
た
際
の
注
釈
書
と
し

て
成
る
『
伊
勢
物
語
山
口
記
』
（
寛
文
八
年
版
）
の
奥
書
を
見
て
も
理
解
で
き

よ
う
。

此
一
冊
者
延
徳
之
初
。
防
州
山
口
に
し
て
此
物
語
之
後
、
初
心
之
輩

所
望
之
間
書
之
。
然
者
形
見
え
や
う
な
る
事
共
な
る
べ
し
。
於
余
情
者

筆
舌
難
及
。
唯
任
英
軍
。
・

『
芙
隆
公
記
』
（
天
文
六
年
以
後
）
を
見
て
も
同
様
の
事
情
を
物
語
っ
て
い

る
。
「
大
永
八
年
五
月
」
の
記
述
に
、

廿
三
日
、
壬
辰
、
馨
、
飯
川
山
城
国
弘
来
、
伊
勢
物
語
所
望
難
去
之

間
、
文
字
読
始
之
、
廿
六
日
、
飯
川
山
城
国
来
：
…
・
今
日
伊
勢
物
語

文
字
読
終
功
…
…

な
ど
の
記
事
が
あ
り
、
同
年
六
月
に
も

三
日
、
竹
野
孫
三
郎
・
印
政
等
来
、
伊
勢
物
語
始
之
、
廿
四
日
、

甲
子
、
晴
、
伊
勢
終
功
、
本
望
也
…
…

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
伊
勢
物
語
』
は
中
世
以
来
長
く
和
歌
の

手
本
、
歌
道
の
教
書
と
し
て
受
容
さ
れ
続
け
て
き
た
。
同
時
に
、
近
世
初
期

に
は
、
印
刷
術
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
飛
躍
的
に
歌
人
や
連
歌
師
の
間
に

流
布
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
歌
人
・
連
歌
師
た
ち
は
そ
の
和
歌
を

正
当
に
受
容
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
余
技
・
遊
戯
と
し
て
そ
の
狂
歌
化
を
試

二
六

み
て
い
た
こ
と
も
兄
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

前
太
閤
秀
吉
公
に
宮
つ
か
へ
し
ち
や
の
ゆ
坊
主
、
い
ど
茶
碗
と
て
、

御
ひ
ざ
う
な
さ
れ
け
る
を
、
取
は
づ
し
落
し
て
わ
り
け
り
。
是
に
よ
っ

て
、
車
外
御
き
げ
ん
あ
し
く
、
か
の
も
の
あ
や
う
く
み
え
し
処
に
、
長

岡
玄
旨
取
あ
へ
ず

つ
つ
井
筒
い
つ
ゝ
に
わ
り
し
い
ど
ち
ゃ
わ
ん
罪
を
ば
我
が
を
ひ
に
け

ら
し
な

と
な
ん
侍
り
給
へ
ば
、
御
気
色
も
な
を
り
、
即
彼
坊
主
も
め
し
い
だ
さ

れ
け
り
。

『
戯
言
養
気
楽
』
（
元
利
年
間
）
下
巻
に
あ
る
こ
の
狂
歌
咄
は
有
名
で
、
他

に
、
『
醒
睡
笑
』
（
安
楽
庵
策
伝
・
元
和
九
年
）
、
『
新
選
狂
歌
集
』
（
寛
永
年
間
）

な
ど
に
も
同
じ
狂
歌
軸
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
醒
睡
笑
』
巻
之
八

で
は
：
」
の
狂
歌
軸
に
続
い
て
、
同
じ
く
『
伊
勢
物
語
』
中
の
和
歌
を
狂
歌

化
し
た
軸
が
見
ら
れ
る
。

雄
長
老
、
あ
る
寺
に
立
ち
よ
り
、
「
こ
れ
に
数
寄
屋
は
な
い
か
。
」

「
い
や
、
な
し
」
と
の
返
事
な
り
。
「
さ
ら
ば
、
わ
る
茶
に
て
も
だ
て

て
出
さ
れ
よ
」
と
所
望
あ
り
て
後
、

数
寄
屋
あ
ら
ぬ
お
茶
や
昔
の
お
茶
な
ら
ぬ
わ
が
身
狸
は
薄
の
み
に
し

て

『
私
可
多
軸
』
（
中
川
墓
三
党
永
十
一
年
）
巻
二
に
も
同
じ
和
歌
の
狂
歌
化

か
ら
く
る
軸
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

青
む
月
に
人
の
き
そ
は
じ
め
し
て
、
花
の
す
が
た
き
か
り
な
る
に
、

予
が
父
い
に
し
へ
の
人
が
ま
し
ぎ
時
を
こ
び
で
、
つ
ぎ
小
袖
ね
ぎ
て
見

き
て
み
見
れ
ど
、
昔
に
に
る
ぺ
く
も
あ
ら
ず
：
つ
ち
わ
ら
ひ
て
あ
ば
戌

や
ね
の
下
に
、
日
の
た
く
る
ま
で
身
づ
く
ろ
ひ
し
、
こ
し
か
た
思
い
出
て
、

つ
ぎ
ゃ
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
や
れ
小
袖
予
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に

幽
斎
や
雄
長
老
、
あ
る
い
は
雷
雲
や
松
永
貞
徳
な
ど
、
歌
人
・
俳
人
の
多

く
は
狂
歌
も
盛
ん
に
も
の
し
て
い
た
。
こ
の
時
流
を
背
景
と
し
て
、
『
伊
勢

物
語
』
中
の
和
歌
も
必
然
的
に
多
く
狂
歌
化
さ
れ
た
。
『
仁
勢
物
語
』
は
、

狂
歌
に
よ
る
世
俗
の
普
遍
化
と
構
図
化
で
あ
っ
た
。
世
俗
を
狂
歌
的
発
想
で

と
ら
え
る
と
き
、
そ
こ
に
戯
笑
化
の
態
度
が
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る
。

を
か
し
、
道
の
端
に
て
、
あ
る
子
達
の
鵜
を
居
へ
て
通
り
け
る
に
、

何
阿
弥
と
か
云
ひ
け
ん
「
よ
し
や
殺
生
よ
。
南
無
釈
迦
弥
陀
」
と
云
ふ
。

児、
罪
も
無
き
人
は
鵜
を
飼
ひ
罠
を
張
り
多
く
の
肴
食
ふ
と
云
ふ
な
り

と
云
ふ
を
、
羨
む
坊
主
多
か
り
。
（
三
十
一
段
）

を
か
し
、
い
と
若
く
は
あ
ら
ぬ
。
こ
れ
か
れ
百
姓
ど
も
集
ま
り
て
、

月
を
見
て
、
そ
れ
が
中
に
名
主
、
　
　
　
　
を
ひ

大
方
は
月
を
も
愛
で
じ
未
進
ぜ
じ
積
れ
ば
人
の
負
と
な
る
も
の
（
八

十
八
段
）

を
か
し
、
掘
出
し
に
や
有
け
ん
、
大
橋
あ
た
り
に
家
を
貴
び
け
り
。

四
十
両
が
、
九
十
両
の
家
に
ぞ
な
り
に
け
る
。
申
立
し
け
る
翁
、

作
事
し
て
塵
ま
で
拾
ふ
老
ら
く
に
骨
を
折
る
と
て
又
給
ふ
金
（
九
十

七段）

一
方
で
は
鵜
飼
に
よ
る
殺
生
や
租
税
の
た
め
の
生
活
犠
牲
を
戯
笑
化
し
、

『
仁
勢
物
語
』
の
位
相

他
方
で
は
墓
園
の
男
を
皮
肉
る
な
ど
、
『
仁
勢
物
置
編
著
者
は
、
広
く
世

俗
と
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
人
間
諸
相
を
対
象
に
滑
稽
化
し
て
い
っ
た
。
時
に

は
婚
姻
さ
え
も
戯
笑
化
の
対
象
と
な
っ
た
。

を
か
し
、
男
、
武
蔵
の
国
ま
で
ま
ど
ひ
歩
き
け
り
。
さ
て
英
国
に
在

る
女
を
婚
ひ
け
り
。
父
は
「
ま
た
人
に
あ
わ
せ
ん
」
と
い
ひ
け
る
を
、

母
な
む
顕
著
に
心
付
け
た
り
け
る
。
父
は
ま
た
人
に
て
、
母
な
む
立
腹

な
り
け
る
。
さ
て
な
ん
顕
著
に
と
思
ひ
け
る
。
此
婿
金
を
借
り
て
、
を

こ
せ
ざ
り
け
り
。
住
む
所
な
ん
人
間
の
郡
、
三
吉
野
の
里
成
け
る
。

三
吉
野
の
田
面
年
貢
を
乞
は
る
1
に
君
が
借
り
た
る
金
返
せ
か
し

婿
金
返
し
、

我
方
に
呉
る
と
い
ふ
な
る
三
吉
野
の
頼
も
し
金
を
つ
い
取
り
返
へ
す

と
な
ん
。
人
の
国
に
て
も
、
猶
借
銭
い
や
ま
き
り
け
り
。
（
十
段
）

原
典
『
伊
勢
物
語
』
第
十
段
の
「
こ
の
む
こ
が
ね
に
詠
み
て
遺
せ
た
り
け

る
」
と
あ
る
条
の
「
む
こ
か
ね
」
の
音
は
生
か
し
な
が
ら
、
「
婿
金
」
と
も

じ
り
、
借
金
を
素
材
に
戯
笑
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
問
答
形
式
の
和
歌

も
そ
の
ま
ま
借
金
返
済
の
問
答
に
も
じ
る
な
ど
、
こ
の
事
段
は
『
仁
勢
物
語
』

全
体
の
中
に
あ
っ
て
も
よ
く
洗
練
さ
れ
た
も
じ
り
で
あ
る
。

世
俗
を
戯
笑
化
す
る
発
想
は
、
世
俗
と
は
距
離
を
隔
て
な
け
れ
ば
生
ま
れ

な
い
o
す
な
わ
ち
清
祥
的
高
踏
性
か
ら
世
俗
を
傍
観
す
る
態
度
が
あ
っ
て
、

そ
こ
に
戯
笑
化
の
発
想
が
生
じ
る
。
『
仁
勢
物
語
』
編
著
者
は
、
世
俗
に
関

心
を
示
し
、
世
俗
と
の
交
歓
を
意
図
し
っ
つ
、
世
俗
に
対
し
て
は
溝
神
的
優

位
に
あ
っ
て
、
作
品
中
に
世
俗
を
普
遍
化
し
て
い
っ
た
。
お
そ
ら
く
彼
ら
は
、

世
俗
的
な
も
の
か
ら
や
や
隔
っ
た
階
層
で
あ
る
た
め
、
傍
観
す
る
世
俗
を
狂

二
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歌
的
発
想
で
と
ら
え
、
狂
歌
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
俗
を
共
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
座
と
い
う
共
同
の
創
造
の
場
で
、
個
人
に
よ
っ
て

と
ら
え
ら
れ
た
世
俗
は
、
座
に
よ
っ
て
客
観
化
さ
れ
、
座
が
共
有
す
る
創
作

意
識
を
と
お
し
て
作
品
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
客
観
化
さ

れ
た
世
俗
へ
の
戯
笑
化
が
生
じ
る
。
客
観
化
さ
れ
た
世
俗
は
、
編
著
者
の
創

造
意
識
で
も
あ
り
、
主
体
的
な
世
俗
へ
の
関
心
と
そ
の
素
材
化
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
狂
歌
的
発
想
で
あ
っ
た
。
一
方
、
世
俗
へ

の
関
心
と
い
う
点
で
は
、
俳
諸
的
発
想
も
『
仁
勢
物
語
』
に
あ
っ
て
は
重
要

視
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

先
に
『
伊
勢
物
語
』
が
中
世
か
ら
近
世
期
に
は
歌
書
と
し
て
受
容
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
し
た
が
、
俳
譜
の
世
界
に
あ
っ
て
も
、
『
伊
勢
物
語
』
は
同

義
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。

『
詠
歌
の
大
概
』
に
も
、
『
古
今
集
』
『
伊
勢
も
の
語
』
『
後
撰
』
『
拾

遺
』
を
ま
な
ぶ
ぺ
し
、
叉
『
白
氏
文
集
』
第
一
・
第
二
の
快
、
常
に
も

て
あ
そ
ぶ
べ
し
、
と
も
あ
そ
ば
し
た
り
。
…
…
い
ま
の
俳
譜
は
ば
ざ
ら

ご
と
ゝ
の
み
こ
ゝ
ろ
へ
て
す
る
に
よ
り
、
あ
る
は
連
歌
し
の
そ
し
り
に

あ
ひ
、
あ
る
は
歌
よ
み
の
に
く
み
あ
へ
る
事
也
。
こ
れ
俳
講
師
の
学
文

せ
ぬ
故
也
。
…
‥
歌
も
連
歌
も
俳
譜
も
、
才
智
な
く
文
盲
に
し
て
、
な

ん
ぞ
堪
能
の
名
を
も
得
、
上
手
と
も
人
に
よ
ば
れ
ん
や
。
こ
の
才
そ
な

は
り
て
、
俳
譜
の
寓
言
漕
法
を
い
ひ
し
、
よ
き
旬
と
お
ぼ
し
き
を
書
つ

二
八

け
侍
り
ぬ
。
よ
ろ
し
と
お
も
は
ん
人
は
、
ま
な
ぶ
ぺ
し
、
I
－
。

『
俳
譜
蒙
求
』
（
岡
西
経
中
・
延
宝
三
年
）
で
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、

俳
譜
に
あ
っ
て
も
『
伊
勢
物
語
』
は
他
の
和
歌
集
と
と
も
に
、
学
ぶ
べ
き
書

と
し
て
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
慶
長
か
ら
寛
文
年
間
に
か
け
て
、
俳
講

師
の
な
か
に
は
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
を
試
み
た
者
も
多
く
、
『
伊
勢
物
語

集
註
』
（
一
撃
堂
切
臨
・
慶
長
元
年
）
、
『
伊
勢
物
語
集
註
』
（
和
田
以
悦
・
承
応
元

年
）
、
『
伊
勢
物
語
初
冠
』
（
加
藤
盤
請
・
万
治
三
年
）
、
『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』

（
北
村
季
吟
・
寛
文
三
年
）
、
『
伊
勢
物
語
新
抄
』
（
加
藤
盤
斎
・
寛
文
八
年
）
、
な
ど

数
多
く
の
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
俳
講

師
の
間
に
も
『
伊
勢
物
語
』
は
、
幅
広
く
深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
『
伊
勢
物
語
』
に
と
っ
て
の
俳
譜
的
発
想
も
想
像
に
か
た
く
な
い
。

ふ
た
た
び
『
仁
勢
物
語
』
初
段
を
見
る
な
ら
ば
、
「
を
か
し
、
男
、
頬
被

り
し
て
、
奈
良
の
京
春
日
の
里
へ
、
酒
飲
み
に
行
き
け
り
、
そ
の
里
に
い
と

生
臭
ぎ
魚
、
腹
赤
と
い
ふ
有
け
り
」
で
始
ま
る
章
段
で
あ
る
が
、
原
典
『
伊

勢
物
語
』
の
「
女
は
ら
か
ら
」
を
も
じ
っ
た
「
腹
赤
」
は
、
俳
話
で
も
し
ば

し
ば
素
材
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
詞
林
金
玉
集
』
（
桑
折
宗
巨
編
・
寛
文

十
一
年
）
　
の
巻
一
「
春
一
」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

腹
赤
贅

。
真
似
　
は
ら
か
こ
そ
嘉
例
め
て
た
う
お
は
し
鱒
　
野
也
舐
梨
氏

続
詞
友
　
腹
赤
も
や
備
ふ
れ
は
い
を
ま
す
の
魚
　
種
寛
調
江
氏

同
集
一
と
世
に
一
度
来
鱈
は
ら
か
か
な
　
友
静
　
刑
狩
氏

風
俗
草
　
あ
ざ
ら
か
な
御
代
の
腹
赤
や
ま
す
鏡
宣
為
溺
馴
並

細
少
石
　
ふ
る
き
例
又
あ
た
ら
し
き
腹
赤
哉
武
素
　
瓶
献
見

土
壁
集
築
紫
よ
り
の
腹
赤
の
魚
や
に
し
肴
宗
賢
柏
葉

印
真
似
　
雲
井
ま
て
あ
く
る
は
あ
ま
の
は
ら
か
か
な
正
種
覇
輸
沢

「
腹
赤
」
を
素
材
化
し
た
発
句
が
七
句
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し

た
い
。
こ
の
よ
う
に
俳
譜
の
用
語
を
素
材
化
し
た
も
じ
り
は
『
仁
勢
物
語
』

に
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
順
に
取
り
あ
げ
て
み
た
い
。

道
す
が
ら
し
ど
ろ
も
ぢ
ず
り
足
元
は
乱
れ
そ
め
に
し
我
奈
良
酒
に

（初段）是
は
二
条
の
戻
橋
の
も
と
に
、
柄
巻
屋
に
て
居
た
り
け
る
を
、
刀
の

柄
糸
・
目
貫
な
ど
盗
ま
れ
て
、
（
第
六
段
）

を
か
し
、
男
、
い
と
う
る
は
し
き
友
有
け
り
。
片
時
去
ら
ず
、
相
思

ひ
け
る
を
、
播
磨
の
国
、
明
石
へ
行
き
け
る
を
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ひ

て
、
別
れ
に
け
り
。
月
日
経
て
、
目
張
に
文
添
へ
て
…
・
・

日
張
を
も
鱗
も
得
や
は
忘
ら
る
1
御
足
無
け
れ
ば
面
影
に
鯛

（
第
四
十
六
段
）

を
か
し
、
男
、
伊
勢
の
国
に
て
所
帯
し
て
あ
ら
む
と
云
ひ
け
れ
ば
、

女、
大
淀
の
浜
に
生
て
ふ
海
松
な
り
と
心
の
ま
ゝ
に
食
ひ
て
あ
れ
か
し
と

云
ひ
て
、
ま
し
て
酒
も
無
か
り
け
れ
ば
、
男
、

袖
濡
れ
て
海
人
の
刈
り
干
す
青
海
苔
や
海
松
を
菜
に
て
止
ま
ん
と
や

す
る

女、
五
月
よ
り
出
来
る
麦
飯
味
な
く
は
塩
に
漬
け
た
る
貝
も
あ
り
な
ん

（
第
七
十
五
段
）『

仁
勢
物
語
』
の
位
相

菜
飯
あ
ら
は
い
ざ
ち
と
食
わ
ん
都
人
わ
が
思
ふ
ほ
ど
は
有
り
や
無
し

や
と
（
第
九
段
）

を
か
し
、
山
寺
の
稚
児
た
ち
の
花
見
に
、
飯
浦
も
無
か
り
け
れ
ば
、

腹
に
飽
け
る
菜
飯
は
い
つ
も
食
ひ
し
か
ど
今
日
の
花
見
に
煮
る
米
も

無
し
（
第
二
十
九
段
）

河
豚
汁
に
去
年
の
茄
子
の
香
の
物
あ
な
塩
辛
し
人
の
心
は

（
第
五
十
段
）

を
か
し
、
茄
子
好
み
な
り
け
る
女
茹
で
1
食
ふ
て
、

な
ど
て
か
く
は
や
年
寄
に
戌
に
け
ん
水
茄
子
ぞ
と
篭
り
し
物
を

（
第
二
十
八
段
）

つ
と
い
つ
か
猪
食
ひ
し
丸
額
割
り
に
け
ら
し
な
飯
汁
の
碗

（
第
二
十
三
段
）

い
か
で
か
は
鳥
の
鳴
く
ら
ん
あ
か
ゞ
り
を
そ
く
ふ
続
飯
に
ま
だ
夜
深

き
に
（
第
五
十
三
段
）

を
か
し
、
男
、
伊
勢
の
斎
宮
に
宮
仕
へ
し
け
る
。
が
の
宮
の
杉
と
云

ひ
け
る
女
と
、
私
女
夫
に
て
紙
子
縫
は
ぜ
て
詠
め
る
。

縫
ひ
破
る
紙
子
は
狭
く
成
ぬ
べ
し
大
宮
絹
の
裏
の
広
さ
に

女、
強
く
と
も
著
て
も
み
よ
か
し
紙
子
を
ば
風
の
通
せ
る
も
の
な
ら
な
く

に
（
第
七
十
一
段
）

『
毛
吹
革
』
（
松
江
重
頼
・
正
保
二
年
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

巻
四
　
従
一
諸
国
－
出
ル
古
今
ノ
名
物
聞
触
見
及
類
載
レ
之
…
：

山
城
　
畿
内

二
九



…
÷
一
条
　
薬
種
　
洗
鮫
　
秤
　
キ
セ
ル
　
釜
　
鎮
銭
　
金
義
鏡
　
佐

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

伯
柄
巻
‥

大
和

…
‥
飯
鮨
　
僧
坊
酒
　
東
大
寺
蘭
奮
待
…
‥

伊
勢

…
…
馬
瀬
青
苔
　
二
見
　
防
風
　
海
松
…
…

幡
屋

…
・
二
見
蝶
蛸
　
明
石
赤
目
張
　
碁
石
貝
…
‥

巻
二
　
誹
諸
四
季
之
詞

…
麦
秋
麦
鮫
讃
「
…

六
月

…
・
ゆ
ふ
か
ふ
　
茄
子
岡
花
　
小
角
豆
…

十
月

…
…
た
ん
ば
　
菜
飯
　
茎
葉
…
…

誹
譜
恋
之
詞

…
…
若
衆
　
丸
ひ
た
い
　
杯
の
付
さ
し
…
…

『
誹
譜
初
学
抄
』
（
斎
藤
徳
元
・
寛
永
十
八
年
）
に
も
同
趣
の
記
述
が
あ
る
。

四
季
の
詞

中
夏

…
…
ひ
め
瓜
　
茄
子
　
さ
ゝ
げ
…
・

申
冬

…
・
ひ
ゞ
　
あ
か
ゞ
り
　
雪
や
け
…
…

三
〇

『
詞
林
金
玉
集
』
で
も
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

巻
十
四
　
冬
一

組
手

晴
吹
通
　
拝
む
と
も
な
く
て
手
を
も
む
か
み
千
載
来
待
諜
氏

（
以
下
「
紙
子
」
　
の
旬
三
十
八
旬
所
収
）

も
と
よ
り
俳
譜
は
滑
稽
を
旨
と
す
る
。
『
伊
勢
物
語
』
を
も
じ
り
狂
歌
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
滑
稽
化
・
卑
俗
化
を
意
図
し
た
『
仁
勢
物
語
』
で

あ
る
か
ら
、
俳
譜
的
発
想
の
導
入
は
自
然
な
も
の
で
あ
っ
た
。
世
俗
の
素
材

化
と
、
俳
言
の
使
用
に
よ
り
『
仁
勢
物
語
』
の
通
俗
性
は
さ
ら
に
深
化
さ
れ

て
い
っ
た
。
俳
譜
の
滞
神
に
つ
い
て
は
『
俳
諸
家
求
』
に
次
の
よ
う
な
一
文

が
あ
る
。

俳
譜
と
い
ふ
は
、
た
は
ぶ
れ
た
る
こ
と
葉
の
、
ひ
や
う
ふ
っ
と
口
よ

り
な
か
れ
出
て
、
人
の
耳
を
よ
ろ
こ
ぼ
し
め
、
人
を
し
て
か
た
り
わ
ら

は
し
む
る
こ
ゝ
ろ
を
い
ふ
な
り
。

こ
の
　
「
た
は
ぶ
れ
」
　
に
　
「
人
を
…
…
わ
ら
は
L
L
　
め
る
精
神
こ
そ
が
、

『
仁
勢
物
語
』
に
注
入
さ
れ
た
俳
譜
的
発
想
の
所
産
で
あ
る
。
俳
言
、
す
な

わ
ち
俗
語
に
よ
る
世
俗
の
点
描
と
、
俗
的
感
覚
に
よ
る
作
品
の
普
遍
化
、
そ

こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
戯
笑
の
態
度
、
こ
れ
が
『
仁
勢
物
語
』
で
の
俳
譜
的

発
想
に
よ
る
創
作
意
識
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
『
仁
勢
物
語
』
に
あ
ら
わ
れ
た
俳
諸
的
滞
神
は
、
そ
の
負
数
価

値
も
指
摘
さ
れ
る
。
『
天
水
抄
』
（
松
永
貞
徳
・
寛
永
二
十
一
年
）
巻
二
に
次
の

記
述
が
あ
る
。

い
か
に
誹
讃
な
れ
ば
と
て
、
い
や
し
き
事
を
す
べ
か
ら
ず
。
…
…
上

手
の
句
に
賎
ぎ
専
井
漢
語
な
ど
有
と
て
、
若
輩
の
初
心
の
者
、
貴
人
・

上
蘭
の
御
前
は
て
、
腰
よ
り
下
の
噂
、
い
や
し
き
食
物
の
名
、
米
銭
、

商
売
の
利
勘
な
る
事
な
ど
を
仕
る
事
、
さ
ん
・
ぐ
ー
の
義
也
。

こ
こ
で
素
材
と
し
て
制
約
ざ
れ
た
「
腰
よ
り
下
の
噂
、
い
や
し
き
食
物
の

名
、
米
銭
」
な
ど
は
、
ま
さ
に
『
仁
勢
物
語
』
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
素
材
で

あ
り
、
素
材
化
の
意
識
は
「
い
や
し
き
」
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
仁
勢
物
語
』
の
も
じ
り
の
第
一
義
は
、
原
典

を
い
や
し
め
、
俗
へ
転
生
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
い
や
し

ぎ
」
精
神
に
よ
る
俗
へ
の
あ
く
こ
と
の
な
い
志
向
を
『
仁
勢
物
語
』
編
著
者

は
意
識
し
て
い
た
。
制
約
さ
れ
た
素
材
で
あ
り
、
俳
論
上
で
は
否
定
的
に
あ

っ
か
わ
れ
る
　
「
い
や
し
き
」
　
素
材
と
い
え
ど
も
、
そ
の
通
俗
性
を
も
っ
て

『
仁
勢
物
語
』
　
の
俗
的
感
覚
は
振
幅
ざ
れ
、
原
典
の
卑
俗
化
・
滑
稽
化
は
徹

底
さ
れ
て
い
っ
た
。
原
典
の
も
つ
「
雅
」
的
情
趣
は
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
、

新
た
に
「
俗
」
的
価
値
感
に
よ
り
転
生
ざ
れ
た
戯
笑
文
芸
と
し
て
、
『
仁
勢

物
語
』
は
成
立
し
た
。
こ
こ
に
『
『
仁
勢
物
語
』
の
位
相
が
あ
る
。

仮
名
草
子
の
方
法
の
未
完
性
は
、
の
か
れ
が
だ
い
も
の
で
あ
り
、
近
世
初

期
文
芸
が
共
有
し
た
特
性
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
し
ば
し
ば
前
代
文
芸
の

価
値
規
準
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
『
う
ら
み
の
す
け
』
（
慶
長
年
間
刊
）

や
『
露
殿
物
語
』
（
寛
永
元
年
刊
）
あ
る
い
は
『
ね
ご
と
草
』
（
寛
文
二
年
刊
）
に

し
て
も
、
ま
だ
な
お
中
世
風
恋
物
語
の
情
感
を
残
存
さ
せ
て
い
た
。
『
大
枚
』

『
仁
勢
物
語
』
の
位
相

や
『
尤
の
双
紙
』
の
方
法
も
、
『
枕
草
子
』
の
「
物
は
尽
し
」
か
ら
の
発
想

で
あ
り
、
素
材
も
猥
雑
な
も
の
が
多
い
。
『
仁
勢
物
語
』
の
場
合
も
事
情
は

実
っ
て
い
な
い
。
『
仁
勢
物
語
』
は
、
当
時
の
『
伊
勢
物
語
』
の
流
布
を
背

景
と
し
て
、
初
め
て
存
在
の
基
盤
を
も
ち
、
そ
の
享
受
も
可
能
と
な
っ
た
。

知
識
階
層
、
い
わ
ば
宮
廷
貴
族
サ
ロ
ン
の
座
の
文
芸
と
し
て
成
立
し
た
で
あ

ろ
う
『
仁
勢
物
語
』
で
あ
る
か
ら
、
サ
ロ
ン
に
あ
っ
て
は
『
伊
勢
物
語
』
と

『
仁
勢
物
語
』
は
共
通
に
享
受
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
『
伊
勢
物
語
』
を
も

じ
り
、
文
芸
化
す
る
発
想
が
生
じ
た
と
き
、
常
に
『
仁
勢
物
語
』
の
語
調
・

文
体
は
『
伊
勢
物
語
』
と
照
合
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
仁
勢
物

語
』
享
受
の
方
法
も
、
『
伊
勢
物
語
』
の
「
雅
」
的
情
趣
を
感
得
し
た
う
え

で
、
『
仁
勢
物
語
』
の
「
俗
」
的
感
覚
を
体
験
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
仁
勢
物
語
』
の
卑
俗
性
・
滑
稽
性
は
深
化
さ
れ
、

価
値
感
の
転
換
と
そ
の
落
差
に
よ
る
笑
い
も
増
幅
さ
れ
る
。

し
か
し
、
『
仁
勢
物
語
』
の
文
芸
性
は
、
全
面
的
に
原
典
『
伊
勢
物
語
』

に
制
約
・
税
制
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
第
四
十
段
を
見
て
み
た
い
。

を
か
し
、
若
き
男
、
芸
に
も
な
ら
ぬ
相
撲
を
取
け
り
。
嬉
し
が
る
親

に
て
、
よ
く
取
る
と
思
ひ
て
、
此
子
を
外
に
て
取
ら
せ
ん
と
す
。
…
…

独
子
な
れ
ば
、
甘
や
か
し
け
れ
ば
、
取
る
に
勢
な
し
。
…
…
さ
る
間
に
、

相
手
は
い
や
勝
り
に
勝
る
。
俄
に
親
此
子
を
連
れ
て
行
く
。
此
子
・
…
・

出
て
取
り
ぬ
。
此
子
な
ま
～
－
と
詠
め
る
。

出
て
取
ら
は
誰
か
我
に
は
勝
た
ざ
ら
ん
あ
り
し
力
も
今
日
は
悲
し
も

と
詠
み
て
投
げ
ら
れ
に
け
り
。
親
慌
て
に
け
り
。
よ
く
取
る
と
思
ひ
て

こ
そ
取
ら
せ
し
か
。
い
と
か
く
も
投
げ
ら
れ
じ
と
思
ふ
に
、
真
実
に
絶

三
一



へ
人
に
け
れ
ば
、
万
屋
に
て
願
立
て
け
り
。
…
…
昔
の
阿
呆
は
、
ざ
る

相
撲
を
な
ん
取
り
け
る
。
今
の
各
ま
さ
に
仕
な
ん
や
。

相
撲
好
き
の
親
が
、
そ
の
性
分
の
た
め
に
狂
態
を
演
じ
嘲
笑
さ
れ
、
失
笑

を
か
う
構
想
は
、
後
の
西
鶴
に
よ
っ
て
『
本
朝
二
十
不
孝
』
で
も
普
遍
化
さ

れ
れ
て
い
る
し
、
江
島
異
境
も
『
浮
世
親
仁
形
気
』
で
そ
の
構
想
を
模
倣
し

た
。
ま
た
、
第
六
十
五
段
の
「
大
傾
城
屋
」
で
の
遊
女
と
客
の
お
り
な
す
男

女
の
交
歓
の
相
、
駈
落
ち
の
不
成
就
に
よ
る
哀
感
を
排
除
さ
せ
る
男
の
「
声

は
お
か
し
う
て
阿
呆
気
に
歌
ひ
け
る
」
狂
態
な
ど
を
構
図
化
し
た
曲
、
第
六

十
九
段
の
「
博
美
打
」
の
狂
態
な
ど
、
こ
れ
ら
三
章
段
は
、
『
仁
勢
物
語
』

全
体
の
中
に
あ
っ
て
、
よ
く
統
一
さ
れ
た
狂
歌
唖
で
あ
り
、
そ
の
方
法
化
の

完
成
度
も
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
た
だ
の
原
典
の
も
じ

り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
段
と
複
相
化
さ
れ
た
戯
笑
性
は
、
『
仁
勢
物
語
』
に

独
自
の
文
芸
性
を
与
え
て
い
る
。

三
二

仮
名
草
子
の
方
法
の
未
分
化
は
、
近
世
文
芸
と
し
て
の
成
立
の
可
能
性
を

内
在
し
て
い
た
。
『
仁
勢
物
語
』
で
も
、
一
方
で
は
狂
歌
的
発
想
に
よ
り
世

俗
と
交
歓
し
な
が
ら
も
、
客
観
化
さ
れ
た
世
俗
の
戯
笑
性
は
、
他
方
で
は
世

俗
を
観
照
的
態
度
で
と
ら
え
、
ひ
た
す
ら
卑
俗
化
へ
と
収
緻
さ
せ
る
俳
譜
的

発
想
に
よ
る
滑
稽
化
の
方
法
が
模
索
さ
れ
た
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
『
仁
勢
物

語
』
は
編
著
者
の
言
語
遊
戯
の
域
を
脱
し
て
、
近
世
戯
作
文
芸
の
朗
芽
と
し

て
の
文
芸
性
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

注
①
　
「
仮
名
草
子
」
　
（
岩
波
講
座
『
日
本
文
学
史
』
近
世
I
）
所
収
。

②
　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
　
（
小
学
館
）

③
　
『
仁
勢
物
語
』
解
説
（
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
『
御
伽
草
子
・
仮
名
草
子
』
）
所

収。
④
　
「
仮
名
草
子
」
　
（
講
座
日
本
文
学
近
世
編
I
）
所
収
。

（
お
は
ら
・
と
お
る
　
大
阪
府
立
門
真
西
高
等
学
校
教
諭
）

「
恩
は
ぬ
方
に
と
ま
り
す
る
少
将
」
小
者

－
　
短
編
物
語
の
手
法
　
－

一
題
名
の
担
う
役
割
（
序
章
に
代
え
て
）

短
編
物
語
に
と
っ
て
は
、
短
い
中
に
主
題
と
場
面
を
い
か
に
簡
潔
に
ま
と

め
縁
る
か
が
生
命
で
あ
ろ
う
。
主
題
を
強
く
前
面
に
押
し
出
す
と
い
う
点
で
、

題
名
そ
の
も
の
が
内
容
と
直
接
的
に
関
わ
る
場
合
が
多
い
。
長
編
の
場
合
に

は
、
『
源
氏
物
語
』
『
狭
衣
物
語
』
の
よ
う
に
主
人
公
の
名
前
を
漠
然
と
冠
す

る
だ
け
で
、
個
々
の
事
件
を
暗
示
す
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し

て
、
短
編
の
場
合
、
題
名
そ
の
も
の
が
、
本
文
を
紐
解
く
前
に
内
容
の
一
端

を
担
っ
て
、
読
者
に
相
対
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
題
名
が
そ
の
ま
ま
素
塵
に

手
の
内
を
見
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
時
に
は
、
題
名
に
よ
っ
て
読
者
に

先
入
観
を
抱
か
せ
て
お
き
な
が
ら
、
最
後
に
ひ
と
ひ
ね
り
し
て
み
せ
る
手
法

を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
『
堤
中
納
言
物
語
』
に
お
さ
め
ら
れ
た
「
花

桜
折
る
少
将
」
は
、
女
性
を
手
に
入
れ
る
意
味
の
標
題
を
冠
し
な
か
ら
、
い

ざ
盗
み
出
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
思
い
を
寄
せ
て
い
た
姫
君
で
は
な
く
、
老

「
思
は
ね
方
に
と
ま
り
す
る
少
将
」
小
考

野

　

村

　

　

怜

　

子

い
た
尼
で
あ
っ
た
と
い
う
お
ち
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
思
は
ね
方
に
と
ま
り
す
る
少
将
」
の
場
合
も
、
古
歌
に
通
じ
て
い
る
ほ

ど
に
題
名
に
よ
っ
て
足
元
を
す
く
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
物
語
の
荒

筋
は
、
大
納
言
の
遺
児
の
姉
妹
が
偶
然
に
も
権
少
将
と
少
将
を
各
々
の
配
偶

者
と
し
て
通
わ
せ
、
男
の
官
位
の
類
似
か
ら
、
誤
っ
て
我
が
夫
な
ら
ぬ
男
と

一
夜
を
過
ご
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
花
桜
折
る
少
将
」
と
同
様
に
「
取

り
違
え
」
を
主
眼
に
置
い
て
い
る
。

さ
て
、
「
恩
は
ぬ
方
に
と
ま
り
す
る
少
将
」
の
題
名
は
『
拾
遺
和
歌
集
』

①

の
源
景
明
の
歌
に
拠
る
と
さ
れ
る
。

女
の
も
と
に
ま
か
り
け
る
を
、
も
と
の
せ
い
し
侍
り
け
れ
ぽ

源
景
明

風
を
い
た
み
お
も
は
漁
方
に
と
ま
り
す
る
あ
ま
の
を
舟
も
か
く
や
わ
ぶ

②

ら
ん

右
の
一
首
を
知
る
者
は
、
ま
ず
男
が
本
妻
と
は
列
な
女
性
と
交
渉
を
得
る

話
か
と
予
測
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
物
語
は
、
「
恩
は
ぬ
方
に
と
ま
り
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